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株式会社マイナビ 

 

2ヶ月連続で「就活疲れを感じる」が8割を超えるも、 

理由が「面接」や「選考」に変化 

「2025年卒 学生就職モニター調査 3 月の活動状況」 

 

 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：土屋芳明）は、2025年卒業予定の

全国の大学生、大学院生を対象に実施した、「マイナビ 2025年卒 学生就職モニター調査 ３月の活動状

況」の結果を発表しました。  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

２月、３月で「就活疲れ」（就活準備を含む）を感じたことがあるかを聞いたところ、2月が 81.3%、3月は

80.5%の学生が「(かなり＋やや)感じた」と回答した。 

就活疲れを感じた活動は、「最終面接を受けた（28.9%／前月比 0.8pt増）」のみ増加し、全体的に減少し

た。また、「就活疲れ」の理由としてあてはまるものを上位 3つまで聞いたところ、「選考結果に一喜一憂し

てしまう（23.7%／前月比 4.0pt 増）」「面接を受けるのに緊張してしまう（37.4%／前月比 3.5pt増）」

の回答が増加したが、「自己 PRが思いつかない、うまくプレゼンできない（26.9%／前月比 4.0pt減）」

「周りの学生に圧倒されてしまう（17.3%／前月比 3.7pt減）」「進みたいキャリアが決まらない（15.0%

／2.6pt 減）の回答は減少した。 

「就活疲れ」を感じていること自体は 2月までと変わらないが、進みたいキャリアが決まっていないなどの

悩みが解消され、具体的な選考結果などの悩みへと変わっていることから、選考を経験する中で進みたい

キャリアが決まり自分の軸を持つことができる学生が徐々に増えている様子がうかがえる。【図１、２、３】 

 

 

◆ 就活疲れの理由が前月から変化。「面接に緊張」「選考結果に一喜一憂」など、選考に関する回答

が増加【図１、２、３】 

◆ 入社したいと最初に強く思ったタイミングは「インターンシップ・仕事体験参加時」で、35.1%と

最多【図４、５、６】 

◆ 大手企業中心に活動する学生が 2 年連続で増加。報酬や対価への意識が高まる背景は、出世や

高収入ではなく「生活の安定」【図 7、8、9】 
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【図１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】 
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内々定を得ている学生のうち、入社予定先を決めている学生は前年から 3.9pt 増加し、49.2%となっ

た。さらに入社予定先企業のインターンシップ・仕事体験に参加した割合は 85.7%となり、入社したいと最

初に強く思ったタイミングは、「インターンシップ・仕事体験参加時（35.1%）」が最も高かった。【図４、５、６】 

 

【図４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入社したいと最初に強く思ったタイミングは「インターンシップ・仕事体験参加時」が最多で 35.1% 
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【図６】 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の就職活動の中心である企業規模について 5段階で聞いたところ、「大手企業中心(+どちらかといえ

ば)｣は 56.5%（前年比 2.7pt増）と 2年連続で増加した。 

どのような職場であれば「働きがい」や「やりがい」を感じるか聞くと、今年は「仕事に見合った報酬や対価が

得られる（23.0%）」の回答が最多となり、前年最も回答の多かった「興味があることを仕事に出来る

（21.9％）」を上回った。一方、社会人として働くことで得たいものを聞くと、「高収入（42.7%）」「出世・地

位（15.4%）」の回答は減少し、「生活の安定（70.2%）」が最多となった。報酬や対価等といった待遇面へ

の意識が高まっているが、その理由は単に高収入を得たいということより、あくまで生活の安定のためとい

った考えが強そうだ。 

【図７、８、9】 

 

 

【図７】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大手企業中心に活動する学生が 2年連続で増加 

報酬や対価への意識が高まる背景は、出世や高収入ではなく「生活の安定」 
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【図８】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図９】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査担当者コメント】  

就活疲れを感じている学生は 2月と変わらず約 8割という結果でしたが、その理由は具体的な選考に関

するものとなっていました。就職活動では、日常には無いプレッシャーがかかる場面や、重要な意思決定が

必要なタイミングがあるからこその結果だと捉えています。そのような中でも、周囲の学生の影響やキャリ

アの方向性の悩む回答が前月より減少していました。選考を経験する中で進みたいキャリアが決まり、自分

の軸を持つことができている学生がこの 1ヶ月で増えていると考えると、就職活動を通じた成長があるの

ではないでしょうか。 

また、「入社予定先を決めている」と回答した学生のうち、その企業のインターンシップ・仕事体験に参加した

割合は 8割を超えていました。インターンシップ・仕事体験は企業理解を深めたり、自分の適性を知るきっ

かけになっており、キャリア形成においても重要であると考えられます。 

25年卒学生の特徴として、大手志向や給与・福利厚生等の待遇面への志向が高いことがあげられますが、

その理由は高収入を得るためというより、あくまで生活の安定のためといった考えが背景にあると考えら

れます。 

キャリアリサーチラボ 主任研究員 井出翔子 
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【調査概要】「マイナビ 2025年卒 学生就職モニター調査 3月の活動状況」 

○調査期間／2024 年３月 27 日(水)～３月３１日(日)  
○調査方法／マイナビ 2025 の会員に対する WEB アンケート 
○調査対象／2025 年 3 月卒業見込みの全国の大学 3 年生、大学院 1年生 
○調査機関／自社調べ 
○有効回答数／１，７０６名（文系男子 211名 理系男子３７７名 文系女子６９３名 理系女子４２５名） 
※調査結果は、端数四捨五入の都合により合計が 100％にならない場合があります。 

※調査結果の詳細はこちら 

（https://career-research.mynavi.jp/reserch/20240424_75008/）からご確認いただけま

す。 

【お問い合わせ先】 株式会社マイナビ 社長室 広報部 山﨑  Email：koho@mynavi.jp 

『マイナビキャリアリサーチ Lab（ラボ）』は、雇用や労働に関連する様々な調査データやレポートを通じ

て、雇用の在り方や個人のキャリアを考える上で役立つ情報を提供するサイトです。  

蓄積してきた調査結果、新たに分析した雇用関連のレポート・コラム、市場データといった情報の提供

を行い、組織と個人をつなぎ、社会全体でキャリアの在り方を考える一助を担います。  

「働く」の明日を考える マイナビキャリアリサーチ Lab 
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